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事務事業シート（実施計画事前基礎シート）
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

（中事業名）※予算書事業名

中学生地域ふれあい事業

人
工
数

②概算人件費 402千円

0.05人 0.05人 0.05人

0.01人 0.01人

①+②総事業費

臨時職員等

職員

1,282千円
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地方債
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0.05人

880760 880

0.08人

880 880
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場体験学習を実
施。
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施。
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880千円760千円 880千円 880千円 880千円

主な事業の
実績・計画

6月～11月の間に、市内全4
中学校で、3日ずつ職場体験
学習を実施。
名張中学校　3年176名　63事
業所：220,000円
赤目中学校　2年144名　49事
業所：180,000円
北中学校　3年181名　58事業
所：220,000円
南中学校　2年114名　38事業
所：140,000円

6月～11月の間に、市内5中
学校で、3日ずつ職場体験学
習を実施。
名張中学校　3年190名：217
千円
赤目中学校　2年132名：164
千円
桔梗が丘中学校　3年101名：
141千円
北中学校　3年180名：205千
円
南中学校　2年114名：153千
円

会計区分

一般会計

教育費

中学校費

　生徒自身が、望ましい職業観を身につけ、自分の生
き方を考えるために、職場体験学習を実施する。

H.26年度（事業計画） H.27年度（事業計画）

重点施策コード

H.24年度（事業量・取組実績） H.25年度（事業量・取組計画）
３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

総
合
計
画

政 策 心豊かな教育と文化に包まれた、ゆとりある暮らし

基本政策 生きる力をはぐくむ教育の充実

施 策 学校教育

小 施 策 義務教育

担当室名 室長名

(H.25)No.

中学生地域ふれあい事業

1158

教育委員会事務局 学校教育室 和南  義一

事務事業名

担当部局名

1158 (H.24)No.

事業コード 481501

H.25年度(作成時予算額)H.24年度（決算見込）

協力いただく事業所の拡大を図るために、各校の職場体験学習の期
間が重なることのないよう、早い段階で事前調査を行い、日程調整を
行う必要がある。

考察（H.24年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）

①直接事業費

（小事業名）

教育振興費 中学生地域ふれあい事業

H.28年度（計画予算）H.27年度（計画予算）H.26年度（計画予算）

事業目的（めざす効果）

　自分の将来の生き方や進路を模索し始める中学生を
対象にして、職場体験活動を地域ぐるみで実施し、生
徒の望ましい職業観、生徒の個性の伸長を図る。

事業内容

H.28年度（事業計画）

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

検討している・今後可能性がある（※検討内容を記載→）

・名張市次世代育成支援行動計画
・名張市子ども教育ビジョン

職場体験学習を体験に終わらせるのではなく、キャリア教育の一貫として位置づけ、生徒の
将来を見据えた学習として継続していく。

協力事業所の拡大には地域づくり組織等からの紹介は有効な手法
のひとつであり、協力を呼びかけていきたい。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）

・地域や企業・関係機関の協力により、生徒自身が望ましい職業観を
身につけ、自分の生き方を考えることができた。
・事業所までの交通手段の確保や交通費の負担などが課題となって
いる。

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

子どもたちが「学ぶこと」と「働くこと」を関連づけながら、望ましい職業
観、勤労観及び職業に関する知識や技能を身につけるために有効で
あり、「自ら学び、考える力を育てる教育」に貢献している。

事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ａ（２つ以上の施策指標達成に貢献又は基本方針達成に特に貢献）


